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二
〇
一
四

平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

第
Ⅰ
期

一
〇
月
一
八
日
（
土
）
―
一
〇
月
三
一
日
（
金
）

第
Ⅱ
期

一
一
月

一
日
（
土
）
―
一
一
月
一
六
日

(

日
）

地
下
の
正
倉
院
展

木
簡
を
科
学
す
る

第
Ⅱ
期
展
示
木
簡

第
Ⅲ
期

一
一
月
一
八
日
（
火
）
―
一
一
月
三
〇
日
（
日
）

◎
木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

※
本
解
説
シ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た
結
果
、

報
告
書
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

木
簡
と
探
査

東
方
官
衙
大
土
坑
出
土
の
木
簡

─
ア
ユ
の
な
れ
ず
し
の
付
札

４

４

(

四
四
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
一
九
一
八
九
出
土
。『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概

報
』
三
九
―
一
五
頁
下
。
以
下
、
城
三
九
―
一
五
頁
下
の
よ
う
に
略
す
）

年
魚
鮨

長
さ
九
二
㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
二
型
式

「
年
魚
」
の
鮨
の
付

札
。
古
代
の
ス
シ
（
「
鮨
」・
「
鮓
」）
は
、
現
在
の
滋

あ

ゆ

す
し

つ
け
ふ
だ

賀
県
名
産
の
鮒
ず
し
の
よ
う
な
〝
な
れ
ず
し
〟
の
類
で
あ
る
。

ふ
な

右
辺
の
切
り
込
み
よ
り
上
が
欠
失
し
て
お
り
、
表
面
に
若
干
の
傷
も
あ
る

が
、
四
周
と
も
丁
寧
に
削
り
調
整
さ
れ
て
お
り
、
文
字
も
細
く
美
し
い
筆
跡

で
あ
る
。

の
よ
う
な
、
小
型
で
丁
寧
に
作
り
込
ま
れ
、
物
品
名
の
み
を

４

端
正
な
文
字
で
記
す
付
札
は
、
天
皇
の
食
膳
に
供
さ
れ
る
贄
に
付
け
ら
れ

に
え

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
付
札
に
は
Ⅰ
期
展
示

の
「
貽
貝
鮓
」

い
が
い
の
す
し
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の
付
札
の
よ
う
に
下
端
を
尖
ら
せ
た
〇
五
一
型
式
の
も
の
が
多
い
が
、
４

の
よ
う
に
切
り
込
み
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
。

東
方
官
衙
大
土
坑
出
土
の
木
簡

─
カ
ツ
オ
の
付
札

５

５

(

四
四
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
一
九
一
八
九
出
土
。
城
四
二
―
一
〇
頁
下)

盛
三
連

麁
堅
魚

長
さ
一
三
一
㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
二
型
式

「
麁
堅
魚
」
の
付
札
。
全
体
的
に
丁
寧
な
仕
上
が
り
の
完
形
品
で
、
切
り

あ
ら
が
つ
お

込
み
は
左
右
と
も
綺
麗
な
三
角
形
を
し
て
い
る
。
た
だ
、
よ
く
見
る
と
上
下

の
位
置
は
わ
ず
か
に
ず
れ
て
い
る
。
上
端
の
調
整
具
合
が
若
干
右
肩
下
が
り

な
の
も
ご
愛
敬
か
。

麁
（
荒
）
堅
魚
は
カ
ツ
オ
の
加
工
品
。
古
代
の
カ
ツ
オ
関
連
の
荷
札
・
付

札
に
は
他
に
「
堅
魚
」「
煮
堅
魚
」「
生
堅
魚
」
な
ど
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
ど
の
よ
う
な
食
品
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
一
般
に
、
「
堅

魚
」
と
「
麁
（
荒
）
堅
魚
」
は
同
じ
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り
、
今
日
の
鰹
節

の
原
型
と
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
茹
で
た
り
燻
製
に
し
た
り
と
い
っ
た

工
程
を
伴
わ
な
い
干
物
の
類
と
み
る
説
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
カ
ツ
オ
の

大
き
さ
か
ら
し
て
、
一
尾
ま
る
ご
と
の
状
態
で
は
な
く
楚

割
な
ど
に
近
い

す
わ
や
り

も
の
で
あ
ろ
う
（
「
煮
堅
魚
」
の
荷
札
で
あ
る
Ⅲ
期
展
示

解
説
も
参
照
）。
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は
、
柾
目
材
の
木
簡
で
も
あ
る
。
柾
目
材
は
木
目
が
邪
魔
し
て
読
み

ま
さ
め

５
に
く
い
こ
と
が
多
い
。
特
に

は
墨
痕
が
薄
く
、
肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど
読

５

め
な
い
。
し
か
し
、
赤
外
線
装
置
を
使
う
と
は
っ
き
り
読
め
る
よ
う
に
な
る
。

墨
は
赤
外
線
を
吸
収
す
る
た
め
、
文
字
（
＝
墨
）
の
あ
る
部
分
だ
け
が
黒
く



( 2 )

強
調
さ
れ
て
見
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
赤
外
線
観
察
に
よ
る
解
読

も
、「
木
簡
を
科
学
す
る
」
一
端
と
言
え
る
。

東
方
官
衙
大
土
坑
出
土
の
木
簡

─
銭
千
文
の
付
札
２

６

６

(

四
四
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
一
九
一
八
九
出
土
。
城
四
二
―
九
頁
上)

神
護
景
雲
四
年
九
月

(

表)

ｏ
一
千
文

(

裏)

ｏ
貫
仕
丁
佐
伯
馬
養

長
さ
九
二
㎜
・
幅
一
六
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

銭
千
文
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。
神
護
景
雲
四
年
は
七
七
〇
年
で
、
八
月
に

称

徳
天
皇
が
崩
御
し
た
年
に
当
た
る
。
そ
の
後
、
光

仁
天
皇
の
即
位
に

し
よ
う
と
く

こ
う
に
ん

と
も
な
い
、
十
月
に
宝
亀
元
年
に
改
元
し
た
。

こ
の
大
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
九
一
八
九
か
ら
は
、
同
じ
よ
う
な
銭
の
付
札
が
多
く

見
つ
か
っ
て
い
る
。
今
回
は
そ
れ
ら
を
各
期
と
も
一
点
ず
つ
出
品
す
る
（
Ⅰ

期
展
示

、
Ⅲ
期
展
示

）
。
Ⅰ
期
展
示

の
付
札
は

と
同
じ
く
「
神
護

３

９

３

６

景
雲
四
年
九
月
」
の
年
紀
を
有
す
る
。
「
鋳
手
」
が
「
貫
」
を
担
当
し
た
例

が
あ
る
こ
と
か
ら
（
Ⅲ
期
展
示

）
、
鋳
銭
工
人
が
自
身
の
鋳
た
銭
を
千
文

９

単
位
に
ま
と
め
て
上
納
す
る
際
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

は
上
端

６

が
丸
み
を
帯
び
て
削
り
整
え
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。
上
端
の
孔
は
、
文
字

の
上
か
ら
穿
た
れ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。

木
簡
を
観
察
す
る

板
目
材
の
木
簡

─
鰯
を
請
求
す
る
文
書

12

３

(

三
二
次
、
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
・
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
出
土
。『
平
城
宮
木

簡
』
三
―
三
五
三
五
。
以
下
、
宮
三
―
三
五
三
五
の
よ
う
に
略
す)

海
藻
湯
料

人
給
所
請

鰯
肆
拾
隻

四
月
十
五
日
巨
勢
部
諸
成

長
さ
二
二
五
㎜
・
幅
三
六
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

人

給
所
が

鰯

四
〇
匹
を
請
求
し
た
木
簡
。
海
藻
湯
料
と
書
か
れ
て
い

に
ん
き
ゆ
う

い
わ
し

る
の
で
、
鰯
は
ワ
カ
メ
ス
ー
プ
の
だ
し
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
人

給
」
は
、
供
御
に
対
応
す
る
言
葉
で
、
上
位
者
か
ら
の
給
物
を
意
味
し
、「
人

く

ご

給
所
」
は
、
食
料
な
ど
を
役
人
に
支
給
す
る
部
署
。
こ
の
木
簡
が
出
土
し
た

東
面
大
垣
内
側
の
基
幹
排
水
路
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
と
南
面
外
濠
・
二
条
大
路
北

側
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
の
合
流
点
付
近
か
ら
、
奈
良
時
代
末
期
宝
亀
年
間
の
年

紀
を
も
つ
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。「
主
工
署
」
な
ど
東
宮
坊

し
ゆ
こ
う
し
よ

関
係
の
木
簡
や
墨
書
土
器
が
多
く
み
ら
れ
、
主
工
署
に
属
す
る
「
轆
轤
所
」

ろ
く
ろ

が
鰯
六
隻
を
請
求
し
た
木
簡
も
知
ら
れ
る
（
宮
三
―
三
五
三
二
）。

板
目
材
の
木
簡

─
宣
命
体
の
習
書
木
簡
２

13

４（
三
二
次
、
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
・
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
出
土
。
宮
三
―
三
五
六
八
）

〔
畫
ヵ
〕

牟

天

牟

而

尓

訴
苦
在

逃

□
夜
壹
時

不
怠

大

念
訴

而

乃

麻
「
諸
々
乃
」

乃

上
下

諸
々
尊
人
及
小
子
等
至
流

天
地

慈

而
尓

長
さ
二
七
七
㎜
・
幅
三
三
㎜
・
厚
さ
八
㎜

〇
一
一
形
式

「
宣

命

小

書

体
」
と
呼
ば
れ
る
表
記
法
に
よ
り
、
文
章
が
記
さ
れ
た

せ
ん
み
よ
う
し
よ
う
し
よ
た
い

木
簡
。
小
さ
く
右
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
語
の
助
詞
や
助
動
詞
、
接

尾
辞
な
ど
の
付
属
語
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
語
を
そ
の
ま
ま
読
む
よ
う
に

表
記
し
て
い
る
。
こ
の
小
書
き
さ
れ
た
文
字
は
、
漢
字
の
音
だ
け
を
借
り
る

万
葉
仮
名
で
、
「
牟
」
は
「
む
」
、
「
天
」
は
「
て
」
、
「
尓
」
は
「
に
」
、
な

ま
ん
よ
う
が
な

ど
と
読
む
。
例
え
ば
「
逃
天
」
は
、
漢
字
の
意
味
を
利
用
し
た
「
逃
げ
る
」

と
「
天
（
て
）
」
を
組
み
合
わ
せ
て
「
逃
げ
て
」
と
読
め
る
。
小
書
き
に
す

る
と
各
文
字
の
は
た
ら
き
の
違
い
が
は
っ
き
り
す
る
が
、
大
き
さ
を
区
別
し

な
い
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
、
何
か
を
切
々
と
訴
え
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
は

伝
わ
る
が
、
詳
し
い
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。
冒
頭
部
分
を
例
に
と
っ
て
も
、

「
訴
へ
苦
し
む
こ
と
あ
ら
む
」
と
漢
字
の
並
び
の
通
り
に
読
む
の
か
、
「
苦

し
む
こ
と
あ
ら
む
と
訴
ふ
」
と
返
る
べ
き
な
の
か
、
判
断
が
難
し
い
。
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な
お
、

と
同
一
遺
構
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
な
か
に
、
同
じ
よ
う
に

13

宣
命
体
で
文
章
を
記
す
も
の
が
あ
る
（
Ⅰ
期
展
示

）
。
ま
た
、
ご
く
一
部

11

（
「
天
地
〈
乃
〉
慈
」）
だ
が
、
共
通
す
る
文
言
も
認
め
ら
れ
る
。

柾
目
板
の
木
簡

─
造
東
大
寺
司
の
工
人
の
呼
び
出
し
に
関
わ
る
文
書
の
断
片

18

３
(

三
二
次
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
。
宮
三
―
三
二
六
六)

〔
工
ヵ
〕

(

表)

可
召
造
東
大
寺
司
□

□

(

裏)

□

長
さ(
一
一
四)

㎜
・
幅
一
六
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

「
召

文
」
と
呼
ば
れ
る
、
個
人
を
召
喚
す
る
た
め
の
文
書
木
簡
。
呼
び
出

め
し
ぶ
み

さ
れ
て
い
る
の
は
「
造
東
大
寺
司
」
に
属
す
る
工
人
と
み
ら
れ
る
。
表
面
二

ぞ
う
と
う
だ
い
じ
し

文
字
目
は
見
慣
れ
な
い
字
体
だ
が
「
召
」
の
異
体
字
で
、
奈
良
時
代
に
は
こ

の
よ
う
に
書
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

造
東
大
寺
司
は
、
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
に
設
置
さ
れ
た
役
所
。
東
大

寺
の
造
営
を
主
要
任
務
と
す
る
が
、
そ
れ
の
み
で
な
く
、
管
下
に
写
経
所
・

造
仏
所
・
木
工
所
・
鋳
所
な
ど
の
部
門
を
抱
え
、
広
く
仏
教
関
連
の
事
業
を

行
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
多
い
と
き
に
は
六
〇
〇
人
を
越
え
る
人
員
を
擁

し
て
い
た
と
い
う
。東
大
寺
正
倉
院
に
残
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
正
倉
院
文
書
は
、

こ
の
造
東
大
寺
司
写
経
所
に
関
わ
る
文
書
を
主
体
と
す
る
文
書
群
で
あ
る
。

柾
目
材
の
木
簡

─
続
労
銭(

勤
務
実
績
を
続
け
る
た
め
に
納
め
る
銭)

の
付
札

19

４

(

三
二
次
補
足
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
。
宮
六
―
九
〇
五
九)

(

表)

位
子
山
辺
君
忍
熊
資
銭
五
百
文〔

瓶
ヵ
〕

「
勘
□
原
東
人
」

(

裏)

神
亀
五
年
九
月
七
日

長
さ
一
六
一
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
二
型
式

位
子
山

辺

君

忍

熊
の
資
銭
の
付
札
。
資
銭
は
続

労

銭
と
も
言
い
、

い

し

や
ま
の
べ
の
き
み
お
し
く
ま

し
せ
ん

し
よ
く
ろ
う
せ
ん

特
定
の
官
職
に
就
い
て
い
な
い
者
が
そ
の
年
の
勤
務
評
定
を
受
け
る
資
格
を

得
る
た
め
、
官
司
に
勤
務
す
る
代
わ
り
に
納
め
た
銭
の
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

制
度
そ
の
も
の
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
位
子
は
六
位
か
ら
八
位
ま
で
の
官
人

の
嫡

子
。
瓶

原

東

人
は
銭
を
収
納
し
た
式
部
省
官
人
。
神
亀
五
年
は

ち
や
く
し

み
か
の
は
ら
の
あ
ず
ま
ひ
と

し
き
ぶ
し
よ
う

七
二
八
年
。

板
目
材
と
柾
目
材
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ヒ
ノ
キ
の
木
簡

─
丹
波
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
白
米
の
荷
札

23

２

(

九
一
次
、
整
地
土
下
層
出
土
。
宮
七
―
一
一
三
〇
七)

〔
国
ヵ
〕
〔
負

千

部
ヵ
〕

(

表)

丹
波
□

□
里
□
□
□
□
牟
一
俵

(

裏)

和
銅
三
年
四
月
廿
三
日

納
白
米
五
斗

長
さ
二
一
四
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
三
型
式

丹
波
国
（
今
の
京
都
府
中
部
と
兵
庫
県
東
北
部
）
か
ら
納
め
ら
れ
た
白
米

た
ん
ば

五
斗
の
荷
札
。
郡
・
里
を
記
し
た
部
分
は
表
面
が
剥
が
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

が
、
近
く
か
ら
見
つ
か
っ
た
二
点
の
木
簡
（
宮
七
―
一
一
三
〇
六
・
一
一
三

〇
八
）
は
と
も
に
氷
上
郡
石
負
里
（
今
の
氷
上
郡
石
生
と
柏
原
町
を
含
む
地

ひ
か
み

い
そ
う

域
）
か
ら
の
も
の
で
、

も
「
里
」
の
上
の
字
は
「
負
」
と
考
え
て
矛
盾
は

23

な
い
。
こ
れ
ら
は
貢
進
者
は
異
な
る
が
、
地
名
＋
貢
進
者
名
＋｢

納
白
米
五

斗｣

＋
年
月
日
、
と
い
う
書
式
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、

と
宮
七
―
一

23

一
三
〇
六
は
月
日
が
四
月
廿
三
日
で
同
一
、

と
宮
七
―
一
一
三
〇
八
は
年

23

が
和
銅
三
年
で
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
同
じ
サ
ト
か
ら
同
じ
和
銅
三
年
四

月
廿
三
日
付
け
で
納
め
ら
れ
た
荷
札
の
可
能
性
が
あ
る
。

ス
ギ
の
木
簡

─
隠
伎
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
ワ
カ
メ
の
荷
札

26

２

(

九
一
次
、
整
地
土
下
層
出
土
。
宮
七
―
一
一
三
一
一)

前
里

海
部
郡

軍
布
廿
斤

阿
曇
部
都
祢

長
さ
一
九
一
㎜
・
幅
三
四
㎜
・
厚
さ
七
㎜

〇
三
一
型
式

「
軍
布
」（
ワ
カ
メ
）
の
荷
札
。「
メ
」
を
「
軍
布
」
と
表
記
す
る
事
例
は
隠
伎

め

お

き

国
（
今
の
島
根
県
隠
岐
の
島
）
の
荷
札
に
圧
倒
的
に
多
く
、

も
例
外
で
は

26

な
い
で
あ
ろ
う
。
『
和

名

類

聚

抄
』
に
よ
る
と
隠
伎
国
に
「
前
里
」
に

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

さ
き

対
応
す
る
郷
名
は
み
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
佐
作
郷
に
あ
た
る
か
。
阿
曇
部

あ
ず
み
べ
の

都
祢
は
貢
進
者
名
。

つ

ね年
紀
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
国
―
郡
―
里
の
行
政
組
織
（
里
制
）
か
ら

み
て
、
霊
亀
三
年
（
＝
養
老
元
年
、
七
一
七
）
以
前
の
木
簡
の
可
能
性
が
高

い
（
「
里
」
は
、
七
一
七
年
以
降
は
「
郷
」
と
な
る
。
た
だ
し
、
郷
制
下
で

も
「
里
」
字
が
用
い
ら
れ
た
事
例
も
あ
る
）
。
八
世
紀
初
頭
の
木
簡
で
あ
れ

ば
、
数
量
の
「
廿
斤
」
は
大
斤
と
考
え
ら
れ
、
今
の
約
一
三
・
五
㎏
に
あ
た
る
。

広
葉
樹
の
木
簡

─
筑
後
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
ア
ユ
の
荷
札

29

２

（
二
二
次
北
、
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
出
土
。
宮
二
―
二
二
八
八
）

〔
上
ヵ
〕

□

(

表)

筑
後
国
生
葉
郡
煮
塩
年
魚
伍
斗

(

裏)

霊
亀
二
年

長
さ
一
六
九
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式

筑
後
国
生
葉
郡
（
今
の
福
岡
県
う
き
は
市
付
近
）
か
ら
の
「
煮
塩
年
魚
」

ち
く
ご

い
く
は

に
し
お
の
あ
ゆ

(

塩
で
煮
て
加
工
し
た
ア
ユ
）
の
荷
札
。
霊
亀
二
年
は
七
一
六
年
。

西
海

道
諸
国
の
調
庸
は
大
宰
府
に
一
括
し
て
納
め
ら
れ
、
一
部
が
平
城

さ
い
か
い
ど
う

だ

ざ

い

ふ

京
に
搬
送
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
荷
札
に
は
広
葉
樹
を

材
と
す
る
も
の
が
多
い
（
Ⅰ
期
展
示

・
Ⅲ
期
展
示

参
照
）
。
た
だ
し
、

28

30

大
宰
府
跡
か
ら
出
土
す
る
（
＝
管
内
諸
国
か
ら
大
宰
府
に
送
ら
れ
た
）
荷
札

は
、
他
の
地
域
と
同
じ
く
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
で
あ
る
と
い
う
。
す

る
と
、
都
に
進
上
す
る
木
簡
の
み
、
大
宰
府
で
あ
え
て
広
葉
樹
を
選
ん
で
作

製
し
、
付
け
替
え
て
い
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
そ
の
理
由
は
詳
ら
か
で
な

い
が
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
楷
書
の
文
字
を
細
か
く
端
正
に
記
す
た
め

に
木
質
の
堅
い
広
葉
樹
が
好
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

も
広
葉
樹
を
材
と
し
て
お
り
、
墨
痕
が
薄
く
や
や
読
み
に
く
い
が
、
特
に

29表
面
の
文
字
は
美
し
く
整
っ
た
楷
書
と
言
え
よ
う
。
ま
た
こ
こ
か
ら
、
税
目

は
明
記
さ
れ
な
い
が
（
贄
と
み
る
べ
き
か
）
、

も
大
宰
府
で
付
け
直
さ
れ

29

た
荷
札
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
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表
面
に
記
さ
れ
る
貢
納
量
に
使
わ
れ
て
い
る
「
伍
」
（
＝
五
）
は
、
大
字

ご

だ
い
じ

と
呼
ば
れ
る
も
の
。
主
に
正
式
な
公
文
書
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
画
数
の
多
い

漢
数
字
（
壹
、
貳
、
参
、
肆
‥
‥
な
ど
）
で
、
荷
札
の
記
載
で
用
い
ら
れ

い
ち

に

さ
ん

し

る
こ
と
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
表
面
の
一
番
下
の
文
字
は
、
「
上
」
で
あ
れ

ば
煮
塩
年
魚
の
品
質
を
示
す
も
の
か
。
上
端
の
切
り
込
み
は
左
右
と
も
き
れ

い
な
三
角
形
で
、
四
周
の
削
り
も
実
に
丁
寧
。
優
美
な
佇
ま
い
の
木
簡
。

木
簡
を
保
存
す
る

Ｐ
Ｅ
Ｇ
含
浸
法
＋
Ｆ
Ｄ
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

─
瓜
の
分
配
に
関
わ
る
木
簡

33

３

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
四
六
〇
）

秦
人
君
瓜
十
顆

長
さ
（
一
二
一
）
㎜
・
幅
一
四
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
一
九
型
式

人
名
「
秦

人

君
」
と
、
「
瓜
十
顆
」
（
「
顆
」
は
、
現
在
の
「
個
」
の
よ

は
た
の
ひ
と
き
み

う
な
使
い
方
を
さ
れ
る
助
数
詞
）
と
の
み
書
か
れ
た
木
簡
。
何
と
も
舌
足
ら

ず
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
も
の
の
「
顆
」
の
下
に
は
充
分

に
余
白
が
あ
り
、
ま
た
裏
面
に
も
文
字
は
な
く
、
記
載
内
容
は
完
結
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

が
出
土
し
た
平
城
宮
内
裏
北
外
郭
官
衙
地
区
の
ゴ
ミ
捨
て
土
坑
Ｓ
Ｋ
八

だ
い
り
き
た
が
い
か
く
か
ん
が

33
二
〇
か
ら
は
、
「
西
宮
」
と
い
う
宮
殿
の
警
固
を
担
当
す
る
兵

衛
（
兵
士
）

ひ
よ
う
え

に
関
わ
る
木
簡
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
リ
は
水
分
補
給
用
と
し

て
兵
士
に
よ
く
支
給
さ
れ
た
食
物
の
た
め
、
「
秦
人
君
」
は
兵
衛
で
、
彼
に

支
給
し
た
物
品
お
よ
び
個
数
を
記
録
し
た
文
書
木
簡
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
記
録
簡
で
あ
れ
ば
複
数
人
へ
の
支
給
記
録
が
ま
と
め

て
記
載
さ
れ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
倉
庫
の
中
で
支
給

対
象
者
ご
と
に
物
品
を
分
け
て
お
き
、
そ
こ
に
付
け
て
お
い
た
付
札
の
可
能

性
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。

文
字
は
鮮
明
で
非
常
に
読
み
や
す
い
。

の
場
合
は
元
々
墨
痕
が
濃
い
が
、

33

一
般
に
真
空
凍
結
乾
燥
（
Ｆ
Ｄ
）
を
施
す
と
木
肌
が
白
っ
ぽ
く
な
る
傾
向
が

あ
り
、
乾
燥
と
相
ま
っ
て
墨
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
ま
り
、
そ
れ
ま
で
読

め
な
か
っ
た
文
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
な
お
、
四
文
字
目

の
「
瓜
」
は
草
冠
を
持
つ
字
体
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
奈
良
時
代
の
「
瓜
」

は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
字
体
で
記
さ
れ
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｇ
含
浸
法
＋
Ｆ
Ｄ
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

34

４

─
資
人
の
身
分
移
動
に
関
す
る
記
録
の
題
籤
軸

（
三
二
次
補
足
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
出
土
。
宮
四
―
三
七
六
〇
）

資
人
放
出

長
さ
（
二
四
二
）
㎜
・
幅
三
三
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
六
一
型
式

式
部
省
の
勤
務
評
定
木
簡
と
と
も
に
見
つ
か
っ
た
題
籤
軸
（
見
出
し
付

し
き
ぶ
し
よ
う

だ
い
せ
ん
じ
く

き
の
文
書
の
軸
）
。
軸
の
途
中
で
折
れ
て
い
る
。
軸
部
も
板
状
の
ま
ま
で
、

加
工
は
比
較
的
粗
い
。

資
人
は
貴
族
に
国
か
ら
付
け
ら
れ
る
従
者
。
「
放
出
」
は
、
本
主
（
資
人

し
じ
ん

が
配
属
さ
れ
た
貴
族
）
が
死
去
し
た
場
合
な
ど
、
資
人
の
身
分
を
失
う
こ
と

を
指
す
か
。

Ｈ
Ａ
含
浸
法
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

─
日
ご
と
の
物
品
の
支
給
記
録
（
？
）

39

３

（
三
二
次
補
足
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
出
土
。
宮
四
―
四
六
四
三
）

〔
別
ヵ
〕

(
表)
ｏ
十
二
月
九
日
二
升
今
□

(

裏)
ｏ
「
十
二
月
十
日
弐
升

宮
万
呂
」

長
さ
一
五
四
㎜
・
幅
三
八
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
一
型
式

米
・
酒
等
の
数
量
を
記
し
た
も
の
で
、
上
端
の
孔
に
紐
を
通
し
、
容
器
に
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括
り
つ
け
て
使
用
し
た
も
の
か
。
表
裏
は
別
筆
と
み
ら
れ
る
。

男
性
名
に
広
く
使
わ
れ
た
マ
ロ
は
、「
麻
呂
」「
万
呂
」「
末
呂
」「
萬
侶
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
書
か
れ
る
。
し
い
て
い
え
ば
「
麻
呂
」
が
フ
ォ
ー
マ
ル
、

｢
万
呂
」
が
日
常
用
で
、
両
者
は
混
用
さ
れ
る
。
ま
た
、「
万
呂
」
や
「
末
呂
」

の
場
合
、
決
ま
り
き
っ
た
二
文
字
目
の
「
呂
」
は
、
き
わ
め
て
簡
略
に
書
い

た
り
、

の
よ
う
に
記
号
的
に
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
中
に
は
全
く

39

書
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。

Ｈ
Ａ
含
浸
法
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡
は
、
木
本
来
の
風
合
い
に
近
い
自

然
な
仕
上
が
り
に
な
り
や
す
い
一
方
、
処
理
後
の
木
質
が
若
干
硬
く
な
る
と

い
う
傾
向
も
あ
る
。

Ｈ
Ａ
含
浸
法
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

─
中
蔵
に
収
め
る
銭
と
絁
の
付
札

40

４

（
三
二
次
補
足
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
出
土
。
宮
四
―
四
六
七
七
）

(

表)

中
藏
銭
并
絮

(

裏)

銭
并
絮中

藏

長
さ
四
四
・
幅
一
三
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
二
型
式

五

に
満
た
な
い
、
非
常
に
小
さ
な
付
札
。
今
年
の
展
示
品
の
中
で
は
最

cm

も
短
い
木
簡
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
当
資
料
館
の
今
年
の
夏
期
企
画
展
「
平

城
京
ビ
ッ
ク
リ
は
く
ら
ん
か
い
―
奈
良
の
都
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
―
」
で
「
い

ち
ば
ん
短
い
木
簡
」
と
し
て
出
品
し
た
木
簡
は
薬
草
に
付
け
ら
れ
た
付
札
二

点
（
「
細

辛
」
「
附
子
」
〔
と
も
に
城
一
九
―
二
七
頁
下
〕
）
で
、
い
ず
れ
も

さ
い
し
ん

ぶ

す

二
・
八

し
か
な
い
。

cm

そ
の
小
さ
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
表
裏
と
も
「
銭
」「

絁

」
と
二
つ
の
物

あ
し
ぎ
ぬ

品
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
絁
は
「
悪
し
（
き
）
絹
」
の
意
味
で
、
や
や
目
が

粗
い
絹
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
東
大
寺
正
倉
院
に
伝
来
し
た
実
物
を
参
照
す

る
と
、
そ
れ
ほ
ど
品
質
が
異
な
る
様
子
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。「
中
蔵
」

は
銭
と
絁
が
収
納
さ
れ
た
蔵
を
指
す
が
、
詳
細
は
不
明
。

Ｈ
Ａ
含
浸
法
＋
Ｆ
Ｄ
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

─
人
名
を
列
記
す
る
横
材
木
簡

45

３

（
三
二
次
補
足
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
出
土
。
宮
四
―
四
一
八
六
）

□
□

上
位

上
内

上
下

忍
神

大
〔
親

刑
秦

□
□
藏

部
ヵ〕

長
さ
（
二
二
〇
）
㎜
・
幅(

四
二)

㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
八
一
型
式

人
名
が
列
記
さ
れ
た
帳
簿
状
の
木
簡
と
み
ら
れ
る
。
「
秦
」
や
「
刑
部
」

は
ウ
ジ
名
で
、
そ
の
上
の
「
下
」「
上
」
は
位
階
の
上
下
で
あ
ろ
う
。「
内
親
」

は
天
皇
の
娘
や
姉
妹
を
指
す
「
内
親
王
」
の
一
部
。
元
の
材
の
ご
く
一
部
が

残
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
記
載
内
容
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
下
端
に
は

焦
げ
跡
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
使
用
後
に
裁
断
さ
れ
火
に
く
べ
ら
れ
た
も
の

が
、
偶
然
一
部
の
み
残
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

の
最
大
の
特
徴
は
、
木
目
と
垂
直
の
方
向
に
文
字
が
記
さ
れ
る
こ
と
。

45
こ
の
よ
う
な
木
簡
を
「
横
材
木
簡
」
と
呼
ん
で
い
る
。
多
く
の
事
柄
を
書
き

連
ね
る
帳
簿
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
材
の
用
い
方
で
、
必
然
的
に
横
長
の
材

が
多
く
な
る
（
Ⅰ
期
展
示

は
例
外
的
に
縦
長
の
横
材
木
簡
）
。
研
究
上
の

１

ル
ー
ル
と
し
て
、
木
簡
の
釈
文
は
木
目
方
向
を
基
準
に
書
き
起
こ
さ
れ
る
た

め
、
横
材
木
簡
の
釈
文
は
文
字
を
九
〇
度
回
転
さ
せ
て
組
む
。

Ｈ
Ａ
含
浸
法
＋
Ｆ
Ｄ
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

46

４

─
常
勤
役
人
の
勤
務
評
定
書
類
の
う
ち
未
処
理
分
の
付
札

（
一
五
五
次
、
Ｓ
Ｄ
一
一
六
四
〇
出
土
。
宮
六
―
九
八
八
七
）

上
長

(

表)

神
亀
二
年
諸
司

考
文

(

マ
マ
）

(

裏)

末
了

長
さ
一
三
二
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
一
〇
㎜

〇
三
二
型
式
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神
亀
二
年
諸
司
長
上
の
勤
務
評
定
原
案
に
つ
け
ら
れ
た
付
札
。
神
亀
二
年

は
七
二
五
年
。

「
上
長
」
は
「
長
上
」
の
誤
記
で
、
長

上

官
（
常
勤
の
役
人
。
勤
務

ち
よ
う
じ
よ
う
か
ん

評
定
の
前
提
と
し
て
年
間
二
四
〇
日
の
勤
務
が
必
要
で
あ
っ
た
）
の
意
味
で

あ
ろ
う
。「
考

文
」
は
、
役
所
が
所
属
す
る
役
人
の
毎
年
の
勤
務
成
績
を
ま

こ
う
も
ん

と
め
て
報
告
す
る
文
書
。
中
央
官
司
の
長
上
官
の
考
文
は
、
令
や
『
弘
仁
式
』

こ
う
に
ん
し
き

『
延
喜
式
』
の
規
定
で
は
、
十
月
一
日
に
太

政

官
（
弁
官
）
に
送
る
よ
う

え
ん
ぎ
し
き

だ
い
じ
よ
う
か
ん

命
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
末
了
」
は
未
了
の
意
味
と
思
わ
れ
、
作
業
中
の
考
文

を
一
時
保
管
す
る
際
に
付
け
ら
れ
た
付
札
で
あ
ろ
う
か
。

上
端
の
切
り
込
み
は
紐
を
か
け
て
文
書
に
括
り
つ
け
る
た
め
の
も
の
だ

が
、
よ
く
見
る
と
左
右
で
位
置
や
形
状
が
若
干
異
な
る
。
ま
た
、
裏
面
に
は

刃
物
が
深
く
入
り
す
ぎ
た
痕
跡
も
認
め
ら
れ
る
。
比
較
的
作
り
が
粗
い
木
簡

と
い
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
加
工
痕
跡
は
、
展
示
会
場
で
実
物
の
木
簡
に
接

し
て
こ
そ
楽
し
め
る
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る
。

木
簡
と
動
植
物

「
鹿
」
と
記
さ
れ
た
木
簡

─
内
臓
付
き
の
鹿
肉
の
付
札

50

２

（
三
二
次
、
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
・
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
出
土
。
宮
三
―
三
五
六
五
）

在
五
蔵

鹿
宍

長
さ
五
一
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
二
型
式

内
臓
付
き
の
鹿

宍
（
鹿
肉
）
の
付
札
。
最
小
の
木
簡
の
一
つ
だ
が
、
丁

か
の
し
し

寧
に
加
工
さ
れ
、
た
い
へ
ん
精
巧
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
に
み
え
る
肉
に
は
、
鹿
・
猪
・
雉
・
兎
な
ど
が
あ
る
。
食
用
に
供
す

る
肉
の
木
簡
が
多
い
が
、
こ
の
木
簡
の
場
合
は
、
特
別
な
作
り
か
ら
み
て
、

大
学
寮
で
行
わ
れ
た
儒
教
の
ま
つ
り
、
釈

奠
の
犠
牲
獣
と
し
て
捧
げ
ら
れ

せ
き
て
ん

た
も
の
の
付
札
で
あ
ろ
う
。

「
鮒
」
と
記
さ
れ
た
木
簡

─
フ
ナ
と
ア
ユ
の
進
上
状

53

２

（
三
九
次
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
出
土
。
宮
三
―
二
八
六
六
）

煮
汗

十
二
口

(

表)

進
出

右
二
種
物
進
納

鮒
十
五
口

〔
万
呂
ヵ
〕

(

裏)

□
□
□
□
□
□
□
三
日
附
仕
丁
吾
□

令
史長

さ
三
九
四
㎜
・
幅
四
六
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

「
進
出
」
は
す
す
み
い
だ
す
。「
煮
汗
」
は
煮
干
か
。
続
く
文
字
は
「
鮓
」

に
ぼ
し

す
し

と
読
ん
で
き
た
が
、
煮
干
鮓
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
こ
の
文
字
の

旁

は

つ
く
り

「
年
」
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
類
例
は
な
い
が
、
魚
偏
に
年
で

年
魚
、
す
な
わ
ち
ア
ユ
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
進
出
」
か
ら

「
煮
汗

」「
鮒
」
ま
で
と
、
数
量
の
「
十
二
口
」「
十
五

口
」
で
は
書
き
ぶ
り
が
異
な
り
、
あ
ら
か
じ
め
品
目
ま
で
が
記
さ
れ
た
木
簡

に
、
品
目
以
下
を
書
き
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
裏
面
の
「
三
」
は
、
は
じ
め

「
二
」
と
書
き
、
第
一
画
を
加
え
て
三
と
し
て
い
る
。
墨
痕
は
鮮
や
か
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
釈
読
は
難
し
い
。

「
瓜
」
と
記
さ
れ
た
木
簡

─
意
保
御
田
か
ら
の
瓜
の
進
上
状

56

２（
一
九
七
次
、
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
。
城
二
二
―
一
一
頁
上
）

負
瓜
員
百
十
六
果

(
表)

従
意
保
御
田
進
上
瓜
一
駄
又
一
荷
納
瓜
員
八
十
果

丁
□
伎

(

裏)
合
百
九
十
六
果

天
平
八
年
七
月
十
五
日
国
足

長
さ
一
七
三
㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

意
保
御
田
（
大
和
国
十
市
郡
飯
富
郷
。
今
の
奈
良
県
田
原
本
町
付
近
）
か

お

お

と
お
ち
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ら
瓜
を
進
上
し
た
際
の
進
上
状
。
天
平
八
年
（
七
三
六
）
七
月
中
旬
か
ら
八

月
初
頭
ま
で
、
連
日
の
よ
う
に
瓜
を
進
上
し
て
い
る
。
皇
后
宮
を
守
る
衛
府
え

ふ

の
兵
士
に
、
水
分
補
給
用
に
支
給
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
一
駄
」
と
記
す
の
で
、
馬
一
匹
に
載
せ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
負
瓜
」

は
馬
に
載
せ
ら
れ
た
瓜
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
「
又
一
荷
納
瓜
」
は
、
馬

に
載
せ
ら
れ
た
瓜
と
は
別
に
荷
造
り
さ
れ
た
瓜
で
あ
る
。
馬
子
な
ど
と
し
て

随
行
し
た
輸
送
担
当
者
が
瓜
八
〇
個
を
担
い
で
運
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
馬
で
運
ぶ
瓜
の
数
は
一
〇
〇
～
二
〇
〇
個
の
間
で
幅
が
あ
り
、
荷

と
さ
れ
る
瓜
も
七
〇
～
一
四
〇
個
と
幅
が
広
い
。
瓜
の
大
き
さ
に
よ
る
の
だ

ろ
う
。

サ
メ
の
楚
割
の
木
簡

─
三
河
湾
三
島
か
ら
納
め
ら
れ
た
贄
の
荷
札
２

59

２

（
一
九
七
次
、
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
。
城
二
二
―
二
〇
頁
下
）

参
河
国
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
七
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

長
さ
二
五
八
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式

参
河
国
播
豆
郡
の
篠

嶋
（
今
の
愛
知
県
南
知
多
町
篠
島
）
か
ら
御
贄
と

み
か
わ

は

ず

し
の
じ
ま

み

に
え

し
て
届
け
ら
れ
た
佐
米
の
楚

割
（
サ
メ
の
干
物
）
の
荷
札
。
「
佐
米
」
は
、

さ

め

す
わ
や
り

「
佐
」
を
「
サ
」
、
「
米
」
を
「
メ
」
と
い
う
音
に
あ
て
た
万

葉
仮
名
で
書

ま
ん
よ
う

が

な

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
鮫
」
と
書
い
た
木
簡
も
あ
る
（
城
三
〇
―

九
頁
下
）。

こ
の
木
簡
は
、
海
民
集
団
の
海
部
が
月
単
位
で
貢
進
す
る
書
式
を
と
る
。

あ

ま

お
お
む
ね
篠
嶋
が
奇
数
月
、
析

嶋
が
偶
数
月
を
担
当
し
た
。
第
三
の
島
と

さ
く
し
ま

し
て
、
比
莫
（
日
間
賀
）
嶋
が
分
担
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
六
斤
は
、
約
四

ひ
ま
が

㎏
。
播
豆
郡
三
島
の
こ
の
書
式
の
贄
の
荷
札
に
は
、
原
則
と
し
て
年
紀
は
書

か
れ
な
い
。
な
お
、
贄
の
荷
札
は
、
平
城
宮
内
で
も
天
皇
・
皇
后
ク
ラ
ス
の

人
物
に
関
わ
る
場
所
か
ら
し
か
出
土
し
な
い
。
宮
外
の
二
条
大
路
上
と
旧
長

屋
王
邸
内
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
五
〇
七
四
か
ら
三
河
湾
諸
島
の
贄
の
荷
札
が
出
土
し

た
こ
と
は
、
旧
長
屋
王
邸
に
皇
后
宮
が
置
か
れ
た
と
推
定
す
る
重
要
な
手
が

か
り
と
な
っ
た
。

も
っ
と

木
簡
を
科
学
す
る

!!

実
物
木
簡
と
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
出
力
品
３
―
内
裏
に
参
入
す
る
舎
人
の
リ
ス
ト

63

（
一
五
五
次
、
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
出
土
。
宮
六
―
一
〇
二
二
七
）

ヽ
阿
曇
千
嶋

(

表)

内
参
入
舎
人
ヽ
丹
比
足
角

(

裏)

ヽ
大
伴
廣
国

品
遅
国
前

君
子
百
依

海
小
□

長
さ
一
五
四
㎜
・
幅
三
〇
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

内
裏
に
参
入
す
る
舎
人
（
こ
こ
で
は
天
皇
の
身
の
回
り
雑
用
を
担
当
す
る

だ
い
り

と
ね
り

従
者
で
あ
る
内
舎
人
の
こ
と
か
）の
名
を
書
き
連
ね
た
歴
名
（
人
名
リ
ス
ト
）
。

う

ど
ね
り

「
阿
曇
千
嶋
」「
丹
比
足
角
」「
大

伴

廣

国
」
の
上
に
打
た
れ
て
い
る
「
ヽ
」

あ
ず
み
の
ち
し
ま

た
じ
ひ
の
た
る
つ
の

お
お
と
も
の
ひ
ろ
く
に

は
合

点
（
何
ら
か
の
意
味
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
こ
と
を
示
す
印
）
と
考
え
ら

が
つ
て
ん

れ
る
。
あ
る
い
は
、
実
際
に
参
入
し
た
の
が
こ
の
三
名
の
み
で
あ
る
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

表
面
の
下
か
ら
上
に
向
か
っ
て
、
剥
ぎ
取
る
よ
う
に
傷
が
入
っ
て
い
る
。

偶
然
と
は
い
え
、
木
簡
と
し
て
は
珍
し
い
ほ
ど
の
立
体
感
を
も
つ
形
状
で
あ

り
、
３
Ｄ
計
測
お
よ
び
出
力
プ
リ
ン
タ
ー
の
真
価
が
発
揮
さ
れ
る
木
簡
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

実
物
木
簡
と
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
出
力
品

64

４

─
長
屋
王
邸
に
届
け
ら
れ
た
白
米
の
荷
札

（
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
城
二
一
―
三
四
頁
下
）

余
戸
白
米
一
石

長
さ
九
四
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
三
型
式

白
米
の
荷
札
。
長
さ
一
〇

に
満
た
な
い
小
型
の
木
簡
だ
が
、
上
端
部
分

cm

を
丸
め
る
よ
う
な
加
工
が
施
さ
れ
、
下
端
は
約
九
〇
度
に
尖
ら
せ
て
い
る
。
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ま
た
、
意
図
は
不
明
な
が
ら
、
下
端
は
表
面
が
削
り
取
ら
れ
た
立
体
的
な
形

状
を
呈
し
て
い
る
。
一
方
、
上
端
の
切
り
込
み
は
加
工
が
粗
く
、
左
右
で
位

置
や
大
き
さ
が
異
な
る
。

｢

余

戸
」
は
余
戸
里
（
ま
た
は
郷
）
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。
国
・
郡
の
下

あ
ま
る
べ

位
に
位
置
す
る
地
方
編
成
単
位
「
里
」
（
霊
亀
三
年
〔
＝
養
老
元
年
、
七
一

七
〕
以
降
は
「
郷
」
）
は
、
徴
税
や
兵
士
徴
発
の
便
宜
の
た
め
に
、
人
工
的

に
五
十
戸
ご
と
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
そ
の
方
法
で
は
ど
う
し
て
も

端
数
が
出
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
「
余
っ
た
」
戸
が
余
戸
里
と
し
て
編
成
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

は
長
屋
王
家
木
簡
で
あ
り
、
長
屋
王
の
封
戸
の

ふ

こ

64

中
に
某
国
の
余
戸
里
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

実
物
木
簡
と
レ
プ
リ
カ

─
長
屋
王
邸
の
奴
婢
の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

68

２
（
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
京
二
―
二
一
六
一
）

ヽ
ヽ
ヽ

本
縄
万
呂

長
さ
九
〇
㎜
・
幅
一
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

一
見
、
用
途
不
明
に
思
わ
れ
る
木
簡
だ
が
、
個
人
識
別
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
と
し

て
使
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
右
端
に
印
さ
れ
る
三
つ
の
点
は

「
画
指
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
「
縄
万
呂
」
の
指
の
関
節
の
位
置
を
示
し

か
く
し

た

だ

ま

ろ

て
い
る
。
指
を
あ
て
が
い
、
節
が
画
指
に
ぴ
っ
た
り
合
え
ば
、
そ
の
人
物
が

縄
万
呂
と
証
明
さ
れ
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
一
番
上
に
小
さ
く
書
か
れ

る
「
本
」
は
、
指
の
根
元
の
意
。
照
合
す
る
際
の
向
き
を
示
す
。

複
数
片
に
分
割
し
た
木
簡

─
食
料
支
給
に
関
わ
る
木
簡
の
断
片

71

２

（
三
二
次
、
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
・
一
二
五
〇
出
土
。
宮
三
―
三
五
六
三)

〔
今
料
ヵ
〕

(

表)

□
取
□
□
□

一
升
□
□
□

(

裏)

□

長
さ(

九
二
＋
九
三)

㎜
・
幅
三
三
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
五
一
型
式

現
状
で
は
三
片
に
分
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
（
上
か
ら
数
え
て
）
第
二
片

と
第
三
片
は
直
接
に
は
接
続
し
な
い
が
、
同
一
簡
と
み
ら
れ
る
。
記
載
内
容

は
判
然
と
し
な
い
が
、「
一
升
」「
今
料
」
な
ど
の
文
言
か
ら
は
、
米
や
酒
な

ど
の
支
給
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、

の
樹
種
は
、
広
葉
樹
よ
り
も
さ
ら
に
珍
し
い
マ
ツ
と
さ
れ
る
。

71

た
だ
し
、
近
年
出
土
点
数
が
増
加
し
て
い
る
韓
国
木
簡
に
は
マ
ツ
材
の
も
の

が
多
い
と
さ
れ
る
。日
本
古
代
の
木
簡
に
ヒ
ノ
キ
材
が
圧
倒
的
に
多
い
の
は
、

建
築
部
材
の
端
材
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。一
方
、

韓
国
木
簡
に
マ
ツ
材
が
多
い
理
由
は
現
地
の
植
生
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ

る
が
、日
本
と
異
な
り
木
簡
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
材
を
採
取
し
た
の
か
な
ど
、

詳
細
は
不
明
な
部
分
が
大
き
い
。

年
紀
の
な
い
木
簡

─
粉
米
の
支
給
伝
票

74

２

（
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
京
二
―
一
九
九
二
）

(

表)

粉
米
一
升
受
酒
津
女
ｏ

(
裏)

七
月
十
六
日
石
角
ｏ

長
さ
一
八
三
㎜
・
幅
三
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

長
屋
王
家
木
簡
。
「
酒
津
女
」
と
い
う
女
性
を
受
取
人
と
し
て
「
粉
米
」

な
が
や
お
う
け

さ

か

つ

め

を
支
給
し
た
際
の
伝
票
木
簡
と
思
わ
れ
る
。
下
端
（
ま
た
は
上
端
）
に
孔
が

穿
た
れ
る
の
は
、
伝
票
木
簡
に
多
く
見
ら
れ
る
特
徴
。
裏
面
の
「
石

角
」

い
わ
す
み
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は
支
給
担
当
者
の
名
前
。
一
日
単
位
の
物
品
を
や
り
取
り
す
る
日
常
的
な
場

面
で
用
い
ら
れ
た
木
簡
の
た
め
、
月
・
日
は
記
さ
れ
る
が
、
年
紀
は
省
略
さ

れ
て
い
る
。

長
屋
王
家
木
簡
中
に
は
、
他
に
も
「
粉
米
」
の
支
給
伝
票
が
あ
る
（
Ⅲ
期

展
示

の
「
糯
粉
米
」
な
ど
）
。
興
味
深
い
の
は
、
「
綾
粉
米
」
（
城
二
一
―

も
ち

15

一
三
頁
上
）
や
「
御
服
粉
米
」
（
城
二
一
―
一
五
頁
下
）
な
ど
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
粉
米
は
食
料
で
は
な
く
繊
維
製
品
関
連
の
何
ら

か
の
工
程
で
用
い
ら
れ
た
と
み
ら
れ
、
糊
と
し
て
の
使
用
の
可
能
性
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
受
給
者
に
女
性
が
多
い
の
も
、
あ
る
い
は
そ
の
用
途
に
関
係

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
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【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

Ｓ
Ｋ
一
九
一
八
九(

展
示
番
号

、

、

)

二
〇
〇
八
・
〇
九
年

４

５

６

平
城
宮
東
方
官
衙
で
見
つ
か
っ
た
ゴ
ミ
穴
。
東
西
約
一
一
ｍ
、
南
北
約
七
ｍ
、
深

さ
約
一
ｍ
の
巨
大
な
も
の
で
、
輪
郭
が
炭
化
し
た
状
況
を
示
す
こ
と
か
ら
、
ゴ
ミ
を

焼
却
す
る
た
め
の
穴
と
み
ら
れ
る
。
ゴ
ミ
の
投
棄
と
焼
却
を
、
穴
を
拡
張
し
な
が
ら

何
度
か
繰
り
返
し
て
い
る
ら
し
い
。

木
簡
は
七
七
〇
年
前
後
の
衛
府
に
関
わ
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
七
七

二
年
（
宝
亀
三
）
二
月
に
行
わ
れ
た
称
徳
天
皇
没
後
の
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
の

衛
府
の
統
廃
合
（
外
衛
府
の
廃
止
と
そ
れ
に
伴
う
舎
人
の
近
衛
府
・
中
衛
府
・
左
右

と
ね
り

兵
衛
府
へ
の
分
配
。
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
年
二
月
丁

卯
〈
十
六
日
〉
条
）
に
伴
う

し
よ
く
に
ほ
ん
ぎ

て
い
ぼ
う

造
営
工
事
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
は
削
屑
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
土

ご
と
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
整
理
室
に
持
ち
帰
り
順
次
洗
浄
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、

最
終
的
に
数
十
万
点
に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
木
簡
以
外
に
も
、
食
物
残

滓
、
炭
、
造
営
部
材
や
そ
の
端
材
・
は
つ
り
屑
、
檜
皮
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
や
昆
虫

類
な
ど
、
厖
大
な
量
の
さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
が
日
々
洗
浄
作
業
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

な
お
、
Ｓ
Ｋ
一
九
一
八
九
は
焼
却
土
坑
と
し
て
は
平
城
宮
で
初
め
て
の
発
見
と
な

っ
た
が
、周
辺
に
は
同
様
の
ゴ
ミ
穴
が
他
に
も
多
数
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
穴
よ
り
新
し
い
建
物
も
見
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
造
営
工
事
終
了
後

に
は
埋
め
戻
さ
れ
、
再
び
役
所
の
建
物
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
・
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇(

展
示
番
号

、

、

、

)

一
九
六
六
年

12

13

50

71

Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
は
、
平
城
宮
跡
東
院
と
東
方
官
衙
の
間
の
宮
内
南
北
道
路
の
西
側

溝
。
幅
三
～
四
ｍ
、
深
さ
〇
・
五
ｍ
。
小
子
門
以
南
は
東
面
大
垣
内
側
（
西
側
）
に

沿
っ
て
流
れ
、
宮
東
南
隅
で
西
か
ら
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
を
合
わ
せ
た
あ
と
、
南

面
大
垣
を
暗
渠
で
抜
け
、
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
に
合
流
す
る
。
Ｓ
Ｄ
一

二
五
〇
は
、
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
と
の
合
流
後
さ
ら
に
東
流
し
、
東
面
大
垣
東
側
の
東
一

坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
に
注
ぎ
込
む
。
複
数
の
溝
が
錯
綜
す
る
こ
の
付
近
は
、

平
城
宮
東
部
の
排
水
が
集
ま
る
地
域
で
あ
り
、
上
流
部
か
ら
流
れ
下
っ
て
き
た
も
の
も
含
ま

れ
る
。
従
っ
て
、
有
数
の
木
簡
出
土
地
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
木
簡

、

、

、

12

13

50

71

が
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
と
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
の
合
流
点
の
よ
ど
み
か
ら
は
、
計
二

四
三
点
（
う
ち
削
屑
一
八
六
点
）
の
木
簡
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
四
九
五
一(

展
示
番
号

、

)

一
九
六
七
年

18

53

東
院
西
辺
の
排
水
を
集
め
る
溝
で
、
小
子
門
の
西
側
か
ら
宮
外
へ
出
て
、
東
一
坊

大
路
の
西
側
溝
と
な
る
。
幅
一
・
三
ｍ
、
深
さ
〇
・
九
ｍ
。
二
条
大
路
北
側
で
西
か

ら
流
れ
て
く
る
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
京
内
を
南
流

す
る
。
京
内
の
道
路
側
溝
と
し
て
は
最
も
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
宮
近
辺

だ
け
で
な
く
、
七
条
で
も
千
点
規
模
の
木
簡
の
出
土
が
知
ら
れ
る
。

は
二
条
大
路

18

を
横
切
る
部
分
で
、

は
小
子
門
北
西
の
平
城
宮
内
部
分
で
出
土
し
た
。

53

Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇(

展
示
番
号

、

、

、

、

)

一
九
六
六
年

19

34

39

40

45

平
城
宮
東
南
隅
の
南
面
大
垣
内
側
を
東
に
流
れ
る
東
西
溝
。
幅
最
大
六
ｍ
、
最
大

深
さ
一
ｍ
。
東
面
大
垣
内
側
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
に
合
流
す
る
。
木
簡
は
、

式
部
省
の
勤
務
評
定
に
関
わ
る
削
屑
が
大
半
で
、
養
老
・
神
亀
年
間
（
七
一
七
～

し
き
ぶ
し
ょ
う

七
二
九
）
か
ら
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
の
も
の
ま
で
を
含
む
が
、
養
老
・
神
亀
年
間

の
も
の
は
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
一
六
四
〇
と
一
連
の
遺
物
と
み
ら

れ
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
の
木
簡
は
基
本
的
に
宝
亀
元
年
頃
に
一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
。
な
お
、
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
七
八
一
）
頃
に
北
側
に
移
転
し
て
き
た

と
み
ら
れ
る
神
祇
官
関
連
木
簡
も
、
僅
か
に
含
ま
れ
る
。
木
簡
は
約
一
万
三
千
点
（
う

じ
ん
ぎ
か
ん

ち
削
屑
約
一
万
二
千
点
）
出
土
し
た
。

大
極
殿
院
東
南
隅
外
側
整
地
土
（
展
示
番
号

、

）

一
九
七
四
年

23

26

第
一
次
大
極
殿
院
東
南
隅
と
内
裏
外
郭
西
南
隅
に
挟
ま
れ
た
谷
部
に
施
さ
れ
た
整

地
土
。
木
簡
は
造
営
直
前
の
地
表
面
と
整
地
土
と
の
間
に
堆
積
し
た
建
築
用
材
の
破

片
や
は
つ
り
屑
、
檜
皮
な
ど
と
と
も
に
、
二
一
二
点
（
う
ち
削
屑
一
四
二
点
）
出
土

し
た
。

Ｓ
Ｋ
八
二
〇(

展
示
番
号

)

重
要
文
化
財

一
九
六
三
年

33

内
裏
の
北
東
に
位
置
す
る
北
外
郭
官
衙
西
辺
に
掘
ら
れ
た
方
形
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
。

一
辺
約
四
ｍ
、
深
さ
約
二
・
三
ｍ
。
天
平
十
七(

七
四
五)

年
の
平
城
還
都
後
の
こ
の

地
域
の
再
整
備
に
関
わ
る
ゴ
ミ
を
投
棄
し
た
土
坑
で
、
天
平
十
九(

七
四
七)

年
頃
に
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埋
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
平
城
宮
跡
で
最
初
に
千
点
規
模
の
木
簡
群
が
見
つ
か
っ

た
遺
構
。
平
城
宮
跡
内
裏
北
外
郭
出
土
木
簡
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
に
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。（
一
七
八
五
点
〈
う
ち
削
屑
九
五
二
点
〉
）。

Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五(
展
示
番
号

)

一
九
六
五
年

29

造
酒
司
の
井
戸
の
排
水
を
流
す
た
め
に
役
所
の
西
辺
に
位
置
を
ず
ら
し
な
が
ら
何

度
か
掘
ら
れ
た
南
北
溝
の
一
つ
。
幅
約
〇
・
七
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
二
ｍ
。
南
端
は
造

酒
司
南
限
の
築
地
塀
を
暗
渠
で
抜
け
て
宮
内
道
路
の
側
溝
に
接
続
す
る
、
敷
地
内
で

は
奈
良
時
代
を
通
じ
て
淀
み
状
に
広
が
り
、
ゴ
ミ
も
投
棄
さ
れ
て
湿
地
状
を
呈
し
て

い
た
と
み
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
一
一
六
四
〇(

展
示
番
号

)

一
九
八
四
年

46

平
城
宮
南
面
大
垣
東
端
か
ら
五
〇
ｍ
の
位
置
で
、
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
幅
三
・

五
ｍ
、
深
さ
〇
・
八
ｍ
の
南
北
溝
。
北
端
は
大
垣
内
側
の
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
に

接
続
し
、
南
面
大
垣
を
抜
け
た
あ
と
、
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
に
合
流
す

る
。
溝
の
埋
土
の
上
に
大
垣
本
体
が
築
か
れ
て
い
る
が
、
暗
渠
な
ど
の
痕
跡
は
な
い

か
ら
、
溝
が
機
能
し
て
い
た
時
期
に
は
こ
の
部
分
の
南
面
大
垣
は
分
断
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
木
簡
は
一
一
七
一
点
（
う
ち
削
屑
一
〇
三
〇
点
）
出
土
し
た
。
霊
亀

二
年
（
七
一
六
）
か
ら
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
ま
で
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
を
含
み
、

神
亀
年
間
以
降
の
早
い
時
期
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
南
面
大
垣
の
造

営
・
改
修
な
ど
の
過
程
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
が
残
る
。

Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇(

展
示
番
号

、

)

56

59

二
条
大
路
木
簡

一
九
八
八
・
八
九
年

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪
（
藤
原

麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
上
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う
ち
、
皇
后
宮
の

北
門
か
ら
八
坪
北
辺
築
地
塀
に
沿
っ
て
二
条
大
路
南
端
に
掘
ら
れ
た
遺
構
。
幅
二
・
六
ｍ
、

深
さ
〇
・
九
ｍ
。
総
延
長
約
一
二
〇
ｍ
。

Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇(

展
示
番
号

、

、

)

長
屋
王
家
木
簡

一
九
八
八
・
八
九
年

64

68

74

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
で
見
つ
か
っ
た
左
大
臣
長
屋
王
の
邸

宅
の
う
ち
、
八
坪
東
南
隅
に
東
面
築
地
塀
の
内
側
に
沿
っ
て
掘
ら
れ
た
南
北
溝
状
の

ゴ
ミ
捨
て
土
坑
。
幅
三
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
。
総
延
長
は
約
二
七
・
三
ｍ
。
平
城
遷
都
か

ら
ま
も
な
い
時
期
の
、
貴
族
の
家
政
機
関
の
資
料
と
い
う
他
に
類
例
の
な
い
木
簡
が

出
土
し
た
。
長
屋
王
が
式
部
卿
を
務
め
て
い
た
霊
亀
二
年(

七
一
六)

後
半
の
、
邸

し
き
ぶ
き
ょ
う

内
に
お
け
る
米
支
給
の
伝
票
木
簡
を
主
体
と
す
る
。
木
簡
は
、
約
三
万
五
千
点
（
う

ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇(

展
示
番
号

)

一
九
八
四
年

63

平
城
宮
南
面
の
二
条
大
路
の
北
側
溝
。
平
城
宮
南
面
大
垣
か
ら
壖
地
を
は
さ
ん
で

せ
ん
ち

南
一
二
ｍ
の
位
置
に
あ
る
東
西
溝
。

は
、
平
城
宮
南
面
東
門
で
あ
る
壬
生
門
か
ら

63

宮
東
南
隅
に
至
る
部
分
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
地
域
の
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
は
、
幅
約
四

ｍ
、
深
さ
約
〇
・
九
ｍ
の
素
掘
り
溝
で
、
一
部
に
は
護
岸
の
杭
の
打
た
れ
て
い
る
部

分
も
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
で
は
九
九
点
（
う
ち
削
屑
五
一
点
。
な
お
、
南
面
大
垣
を

横
切
っ
て
こ
の
溝
に
合
流
す
る
Ｓ
Ｄ
一
一
六
四
〇
と
の
合
流
点
部
分
の
点
数
を
含

む
）
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

（
史
料
研
究
室
）
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